
歳出の性質別経費の内訳

〈歳出〉

目的別の歳出については、前年度と比較して、消防費

で４億２２２万円（４３．４％）、教育費で１６億６，１９２万

円（３７．０％）、総務費で４億４，５２８万円（１６．６％）、

土木費で２億２，６８８万円（５．８％）、民生費で６億�

７，８１３万円（５．１％）の増加となっています。

一方、公債費で６，３００万円（２．２％）、農林商工費

で５７５万円（１．９％）の減少となっています。

＊数字は各項目で四捨五入しているため、合計値と一致しない場合があります。

人件費、扶助費、公債費の義務的経費につい

ては、前年度と比較して１４億４，５６０万円（９．

５％）の増加となっています。公債費は過去に発

行した市債が順次償還を迎えたことにより、６，

３００万円（２．２％）の減少となっています。一方、

扶助費は１１億５，７９１万円（１４．７％）の増加と

なっています。

消費的経費は１５億１，２９１万円（３１．８％）、

投資的経費は７億２，３３２万円（１５．５％）の増

加となっています。

歳出を経費ごとに経済的な性質を基準として

分類したものを「性質別経費」といいます。

令和７年度の歳出を性質別経費で分類すると

次のようになります。
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義務的
経　費

扶助費 90億1,266万円

人件費 49億　494万円

公債費 27億6,500万円

消費的
経　費

物件費 61億　356万円

維持補修費 1億7,229万円
投資的
経　費

普通建設
事業費

53億9,685万円

その他
の経費

繰出金 30億4,620万円

補助費等 29億3,988万円

積立金 1億5,544万円

予備費 5,000万円

貸付金 120万円

合計 345億4,800万円

一般会計 ３４５億　４，８００万円
前年度比　３４億

歳出
345億

4,800万円

民生費
139億1,988万円

（40.3%）

教育費
61億5,551万円

（17.8%）

土木費
41億

5,101万円
（12.0%）

総務費
31億2,315万円

（9.0%）

公債費
27億6,500万円

（8.0%）

衛生費
24億7,913万円

（7.2%）

消防費 13億2,816万円
（3.8%）

農林商工費 3億453万円
（0.9%） その他 8,020万円

（0.2%）

議会費 2億4,143万円（0.7%）
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